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研究成果概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　本共同利用研究経費を用いて、TA実験における大気蛍光望遠鏡観測のための
主として国内での観測支援機能を準備・拡充しつつ、各種のトラブル対応を進め
ている。

　まず、大気蛍光望遠鏡ステーションに設置している夜天候をモニターするため
の CCDカメラが不調になったため、これの修復作業に努めた。当該トラブルに
ついては復調したものの、電源系統でも別途トラブルが発生した。電源系統につ
いてはこれまでの各種モニター機器の増設経緯を調査したうえでの対処が必要と
なったため、復旧そのものは一旦中断して最適な方法を検討している。当該 CCD

カメラの喪失は痛手ではあるが、他の共同実験装置からのモニターや各種気象情
報を総合的経験的に勘案しつつ運用を支援できている。

　また、経年劣化とみられる HV関連のトラブルも増えているように思われる。
トラブルそのものは予備品との交換により対処してきているが、TA実験 10年間
の運用により一部の予備品では不足が生じており、当該品の修理も必要である。
費用が大きくなる分はこれまでと同様に翌年度の TA実験本予算に組み込むこと
として、相対的に軽いものは本共同利用研究経費を用いて部品を調達し、手作業
で修理を行った。

　さらに、遠隔制御において最も肝要となる電源制御装置を購入し性能評価を行っ
ている。現行システムでは、TAグループ内での自作パーツを用いているが、発電
機出力の不安定さに対する耐性に難があるので、この点を中心に慎重に見極めて
いく必要がある。この際、上述の電源系統の整理も同時に考慮して進めている。
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　最後に、各種モニターの簡略化・軽量
化を目指して、端末ベースの CUI対応
DAQモニター (右図) を作成してきた。
不具合が発生した場合には表示色が変化
するようにし、ショートカットキーによ
り各種操作にも対応している。今後は実
際の観測においてデバッグを進め、標準
的に活用できるように改良を継続する予
定である。
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